
公民館の開館時間,使用料金等についてのアンケート （期間９月３０日まで） 
 

君津市教育委員会では、現在の社会状況の中、今後の公民館の継続的な運営のためには、休館日

の新設や閉館時間を早めるなどの見直し、施設使用に関する経費面の工夫などが必要と考えていま

す。そこで、皆様のご意見をお聞かせいただきたく、アンケートにご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

表 １ 

 

 

 

表 ２ 

 

 

 

―以下にご回答をお願いしますー   こちらからスマホ等でもご回答いただけます→ 

 

回答方法 ア・イ・ウ…には○、  □には✓、           には記述をお願いします。 

 

①ご回答者の年代と、お住いの地区についてお尋ねします。（○は年代・地区各ひとつだけ） 

年代：ア 10 代以下、イ 20 代、ウ 30 代、エ 40 代、オ 50 代、カ 60 代、キ 70 代以上 

地区：ア君津、イ八重原、ウ周西、エ周南、オ小糸、カ清和、キ小櫃、ク上総、ケその他                 

 

②日ごろ公民館をどのくらいお使いですか。（ア～エのうち○はひとつだけ） 

ア：ほとんど使わない、      イ：年に数回程度使う、  

ウ：月に１回程度使う、    エ：月に２回以上使う 

    

③休館日、閉館時間の見直しについて、お考えに近いものと、理由を教えてください 

（現在、閉館時間は、月～土曜日 22 時、日曜日 17 時、定期的な「休館日」は、祝日・年末年始です） 

－お考え－(ア～エのうち○はひとつだけ) 

ア 休館日も閉館時間も現状のままがよい 

イ 休館日は増やし、閉館時間は現状のままがよい 

ウ 休館日は増やし、閉館時間も早めてよい 

エ 休館日を増やさず、閉館時間は早めてよい 

 

－理由－（✓は複数可）  

□自分の活動に影響がある       □自分の活動には影響ない 

□自分には影響ないが他への影響がある □市民活動の活性化の観点から 

□社会情勢に沿った見直しは大切    □税金で運営しているので経費節減等は大切         

□節電など環境等への配慮は大切                           

    □その他 

 

※参考：表１は団体が公民館を使用した際の終了時間の状況（日曜日を除く）、表２は曜日ごとの団体の使用件数 

です。（数値はサンプルとして令和７年４月～６月分の８公民館の延べ使用件数の合計から算出したものです） 

 

 

終了時間 12：00まで 17：00まで 20：00まで 20：30まで 21：00まで 21：30まで 22：00まで

述べ4805件 1712 1843 454 208 374 181 33

割合 35.6% 38.4% 9.4% 4.3% 7.8% 3.8% 0.7%

使用件数 月 火 水 木 金 土 日

述べ5324件 814 688 974 825 746 758 519

割合 15.3% 12.9% 18.3% 15.5% 14.0% 14.2% 9.7%



④「③」でイ～エの回答をされた方にお尋ねします。 

・③で「イ」か「ウ」に回答の方、休館はア～ウのどれがよいですか（ア～ウのうち○はひとつだけ） 

    ア 週１回“終日休館”にする →      曜日   

   イ 週１回“夜間（17時以降）を休館”にする →        曜日の夜間 

ウ その他 

 

・③で「ウ」か「エ」に回答の方、閉館時間は何時が良いですか（現在月～土 22 時、日 17 時） 

→ 月～土：        日：     

 

⑤その他、休館日や閉館時間についてお考えがあれば記入してください 

 

 

 

 

 

⑥現在、公民館は、サークル・グループ活動など市民の社会教育活動や地域活動は使用料無料ですが、

光熱水費、施設維持等に相応の費用がかかっており、使用される方に一部ご負担いただく必要があ

ると考えております。そこで、施設の使用料へのお考えと、理由を教えてください。 

（※現在、企業の使用などは別途有料となっていますので、この質問には含めません） 

－お考え－（ア～エのうち○はひとつだけ） 

     ア 今のまま「無料」がよい 

       イ 光熱水費などの実費程度は直接使用する側が負担してもよい 

       ウ 光熱水費以外にも相応の使用料を負担してもよい 

       エ わからない 

 

－理由－（✓は複数可） 

 □そもそも使用料は無料がよい    □そもそも使用料は有料がよい 

□無料がよいが社会情勢を考え使用者がある程度負担するのはやむを得ない 

□自分の活動への影響を考えて    □自分の活動以外の団体等への影響を考えて  

□学習機会の均等、市民活動の活性化の観点から 

□特殊な設備等を直接使う人から料金を徴収するのはやむを得ない 

□今後の施設・設備等の維持補修等にはある程度の負担はやむを得ない 

□経費面や環境面などを考えても水、電気、燃料等の過剰な使用の抑制が期待できる 

□その他 

 

 

 

⑦その他ご意見など 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました 問合せ先：君津市教育委員会生涯学習文化課 

君津市久保 2-13-2 0439-50-3980 shogaku@city.kimitsu.lg.jp 


